
修士論文（要旨）

2021 年 1 月

中国語介詞の「在 zài」をめぐる日本語との対応表現

―格助詞「に」と「で」との対照から―

指導 青山 文啓 教授

言語教育研究科

日本語教育専攻

219J3010

薛 青松



Master’s Thesis(Abstract)

January 2021

A Comparative Study of the Chinese Preposition ‘zài (在)' and

its Japanese Counterparts.

Xue Qinsong

219J3010

Master's Program in Japanese Language Education

Graduate School of Language Education

J.F. Oberlin University

Thesis Supervisor:Fumihiro Aoyama



目次

第 1章 はじめに・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 1

第 2章 先行研究と問題点・・・・・・・・・・・・・・・ 1

2.1 「に」と「で」に関する先行研究・・・・・・・・・ 2

2.2 中国語の“在＋場所”に関する先行研究・・・・・・・・・ 2

2.3 “在”と格助詞「に」と「で」の対応に関する先行研究・・・・・ 2

2.4 先行研究の問題点と本研究の位置付け・・・・・・・・・ 3

第 3章 研究概要・・・・・・・・・・・・・・・ 3

3.1 研究方法・・・・・・・・・・・・・・・ 3

3.2 研究対象・・・・・・・・・・・・・ 3

第 4章“在”と格助詞「に」と「で」の分析・・・・・・・・・・・・ 3

4.1 中国語「在 zài」・・・・・・・・・ 3

4.2 場所表現における「に」と「で」・・・・・・・・・ 4

4.2.1 場所に関する考え・・・・・・・・・ 4

4.2.2「に」と「で」の機能と選択・・・・・・・・・ 6

4.3 自他動詞に関する考え・・・・・・・・・ 10

第 5 章 介詞構造“在＋場所”の文法的機能に関する分析・・ 12

5.1“在＋場所”の位置変化について・・・・・・・・・・・ 12

5.2 疑問や否定による文法的制限・・・・・・・・・・・ 13

5.3“在＋場所”の具体的な機能・・・・・・・・・・・ 15

5.3.1 対比・限定機能型・・・・・・・・・・・ 15

5.3.2 文章接続型・・・・・・・・・・・ 17

5.3.3 場面照応型・・・・・・・・・・・ 18

第 6 章 構造に関する分析と仮説・・・・・・・・・ 20

6.1 焦点要素の位置付け・・・・・・・・・・・・ 20

6.2 構造から出た一仮説・・・・・・・・・・・ 21



第 7章 まとめと今後の課題・・・・・・・・・・・・・・・・ 23

参考文献・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 23

用例出典・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25

注釈・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 25

要旨

介詞(かいし)とは，名詞（句）や代名詞をその目的語として伴うことで介詞句を構成し，

時間、場所、方式、目的、原因、対象、比較などの意味を表す文法的機能語である。現代

中国語の介詞“在”は、日本語の「場所」を表す格助詞「に」と「で」に対応することが

多い。構造から見ると、場所を表す「に」と「で」を取る述語句を中国語に翻訳する場合、

中国語の文は<動詞＋在＋場所>と<在＋場所＋動詞>の二つの形式に対応する。

迫田（2011）では、中国人日本語学習者にとって、場所を表す格助詞「に」と「で」は

誤用が生じやすく、習得が特に難しいと指摘している。初級の日本語学習者は格助詞「に」

と「で」の識別ができず、機能の認知が曖昧であると言われている。

一方、中国語の介詞は、独自の体系を持つ格助詞とは違い、動詞から転化したものが多

い（在、去、到、跟、用、比、給など）と荒川（2020）で指摘されている。つまり中国語

の介詞は、動詞性が高いと言えると考えられる。例えば、「去到」「给到」は、二つの介

詞が組み合わせられた複合介詞ではなく、<動詞＋介詞>の組み合わせとして解釈するほう

がよいだろう。こうした特徴によって、学習者の日本語の場所を表す格助詞「に」と「で」

の習得はさらに難しくなっている。

本研究は“在”の格助詞「に」と「で」との対照を構造から解析し、両言語の対応の仕

方を探ることが目的である。中国人日本語学習者に格助詞「に」と「で」をより詳しく認

識させ、区別がつけられるようにすることを目的とする。

今回は、例文の収集にあたって、以下の作品①②を使用する。

①村上春樹 短編集『TV ピープル』（この短編集では、六つの物語が納められている）1990.1

文藝春秋（中国語訳 林少華《電視人》2002 上海訳文出版）

（A）ＴＶピープル

（B）飛行機

（C）我らの時代のフォークロア

（D）加納クレタ

（E）ゾンビ

（F）眠り

②村上春樹 長編小説 『ノルウェイの森』1987.9 講談社（中国語訳 林少華《挪威的



森林》2007 上海訳文出版）

本研究は、中国語介詞“在”と日本語格助詞「に」と「で」を場所表現において対照し

つつ、機能、構造をめぐって、集めた例を用いてに分析を行った。また、場所の定義につ

いても説明した。中国語文<在＋場所＋動詞>と<動詞＋在＋場所>の焦点を当てることは、

構造の他に、動詞、イントネーション、文脈などの要素に影響される。さらに、場所表現

における介詞“在”と“在＋場所”の機能に関する研究をまとめ、日本語と対応させなが

ら分析した。一つの構造は必ず一つの場面しか表せないことがなく、いくつかの例外を挙

げながら、“在”の機能を再認識し、“在”と格助詞「に」と「で」が場所表現における

対応をより具体化させ、仮説を立てる上、日本語の他動詞が現れる<・で・を・>構造に中

国語<在＋場所＋動詞>の構造が対応することがわかった。

とはいえ、中国語介詞“在”も、日本語格助詞「に」と「で」も、場所表現の他に多く

の構造に現れている。「在天上飞/空を飛ぶ」のように、“在”が格助詞「を」と対応す

る場合もある。また、“在”の省略に関してどのような基準があるかもまだ不明確である。

さらに、中国語の動詞文ではよく現れる介詞“把 bǎ”と“被 bèi”を含めて、“在”の

機能とそれに対応してくる日本語についてより詳細な研究が必要であり、これまでまとめ

た「に」と「で」が場所表現における機能と選択の説明を教育実践に入れて効果を検証す

ることを今後の課題としたい。
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